
船舶事故等調査報告書 

平成２３年３月３１日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２０１０那第５４号 

事故等種類 乗揚 

発生日時 平成２２年７月２５日（日） １０時３０分ごろ 

発生場所 沖縄県石垣市御神埼灯台から真方位０７２°９５０ｍ付近 

（概位 北緯２４°２７.３′ 東経１２４°５.２′） 

事故等調査の経過  平成２２年９月８日、本事故の調査を担当する主管調査官（那覇事務

所）を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報  

 船種船名、総トン数 ダイビング船 ラ・メール、１５トン 

 船舶番号、船舶所有者等  ２９０－５７４７７沖縄、株式会社アイ・ティー・ティー 

 乗組員等に関する情報 船長、一級小型船舶操縦士 

 死傷者等 なし 

 損傷 船底に擦過傷 

 事故等の経過 本船は、船長が単独で乗り組み、ダイビング客及びシュノーケリング客

１７人を乗せ、石垣港を発し、御神埼灯台北方のダイビングポイントで錨

泊してダイビングを開始した。 

時間の経過とともに、南西の風が東の風へと変化し、平成２２年７月２

５日１０時３０分ごろ、船底が浅瀬に接触した。 

本船は、のちに自力離礁し、浸水がなかったため、自力で石垣港へ入港

した。 

 気象・海象 気象：天気 曇り、風向 東、風力 ２、視界 良好 

 海象：潮汐 下げ潮の中央期、海面 平穏 

 その他の事項 本船は、船首尾ともに約１.００ｍの喫水であった。 

本船は、離礁後、船長が船底調査を行ったところ、船底に擦過傷が発見

された。 

分析 乗組員等の関与 あり 

船体・機関等の関与 なし 

気象・海象の関与 あり 

判明した事項の解析 本船は、御神埼灯台北方のダイビングポイント

で錨泊中、風向の変化に応じて錨索長を調整する

などの守錨方法が適切でなかった可能性があると

考えられる。 

原因  本事故は、本船が、御神埼灯台北方のダイビングポイントで錨泊中、守

錨方法が適切でなかったため、浅瀬に乗り揚げたことにより発生した可能

性があると考えられる。 

 

 




